
「メシアン＜世の終わりのための四重奏曲＞演奏会」開催のお知らせ

報道関係各位
     2020年8月6日

 　水戸芸術館では、9月27日（日）に、20世紀を代表するフランス人作曲家オリヴィエ・メシアンが作曲した〈世の
終わりのための四重奏曲〉をプログラムとする演奏会を開催します。メシアンが、第二次世界大戦中にドイツ軍
の捕虜となり、送られた収容所で作曲した名作を、今日の困難を乗り越える希望の音楽として、皆様に捧げます。
　つきましては、貴媒体でご紹介いただきたく、お願い申し上げます。
　

水戸芸術館 音楽部門

   【お問い合わせ】企画について：水戸芸術館音楽部門（担当：中村）  Tel.029-227-8118
　　　　　　　　 掲載について：水戸芸術館広報係 （担当：鴨志田）  Tel.029-227-8111
　　　　　　　　 〒310-0063 茨城県水戸市五軒町 1-6-8　https://www.arttowermito.or.jp/

メシアン＜世の終わりのための四重奏曲＞演奏会　

　　　　　

　　　　　　　　 

 　　　　   

　　　～今日の困難を乗り越えるために、この演奏会を捧げます～

 2020 年 9月 27 日 ( 日 ) 14:30 開場・15:00 開演（終了予定 16:00）
会場：水戸芸術館コンサートホール ATM

　　　    
 

チケット発売：  8 月 29 日 ( 土 )  9:30 ～　
チケット取り扱い：水戸芸術館（9:30 ～ 18:00 ／月曜日休館）
　　　　　　　　　  [ 電話 ] チケット予約センター  Tel.029-231-8000
　　　　　　　　 　 [ 窓口 ] エントランスホール内チケットカウンター
                                         [WEB]  https://www.arttowermito.or.jp/ticket/

豊嶋泰嗣   ⓒ大窪道治　    　　  亀井良信

向山佳絵子   ⓒ大窪道治　　     野平一郎   ⓒYOKO SHIMAZAKI

[ 曲目 ]  メシアン：世の終わりのための四重奏曲
　　          1. 水晶の典礼
    　            2. 世の終わりを告げる天使のためのヴォカリーズ
    　            3. 鳥たちの深淵
   　             4. 間奏曲
     　           5. イエスの永遠性への賛歌
    　            6. 7 つのトランペットのための狂乱の踊り
     　           7. 世の終わりを告げる天使のための虹の錯乱
    　            8. イエスの不滅性への賛歌 

出演：豊嶋泰嗣（ヴァイオリン）、亀井良信（クラリネット）
　　　向山佳絵子（チェロ）、野平一郎（ピアノ）

　第二次世界大戦中の1940年、ドイツ軍の捕虜となったメシアンは、ドイツのゲルリッツ（一部は現在のポー
ランド）にある「第8A捕虜収容所」へと送られます。そこにはクラリネット、ヴァイオリン、チェロの演奏家たち
も収容されていました。飢えと劣悪な環境、冬は零下20度を下回る厳しい状況の中で、メシアンはこの作品
を書き上げました。そして、自らはピアノを弾き、3人の演奏家たちとともに、収容所内のバラックにて、数百人
の捕虜たち、収容所幹部、ドイツ人将校たちの前で初演しました。ヨハネの黙示録から着想され、永遠へ
の願いがこめられた音楽です。
　
　

【コンサートホール ATMで約 7か月ぶりに演奏会再開】

＊出演者のプロフィールは別紙をご覧ください。

料金：座席指定／一般 3,000 円
　　　　　　　　U-25（25 歳以下）1,000 円
※当館では、新型コロナウイルス感染拡大防止の対策を行っており、
　定員を半数以下に限定いたします。




